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1･ 緒 昌

無歯顎患者に全部床義歯を装着す る こ とに よ

り, 歯牙欠損部の形態および機能の回復を計るこ

とができる｡ しかし,全部床義歯における阻噛機

能は義歯床の形態および広さ1,2),人工 歯 の形 態

3-12),人工歯の阻噛面積13-16),人工歯の排列状態

17),義歯の適合性および維持安定性18,19), 義歯床

下組織の状態 ならびに義歯製作材料20-22)などの

因子により異なる｡ なかでも義歯の適合性および

維持安定性は重要な因子の一つであると考えられ

ている｡したがって義歯の維持安定のために, 義

歯の設計,製作に際 してポス トダムの利用23-25),

床の延長, 義歯床重量の増減,時には歯肉釣の応

用, コイル ･スプリング,吸盤,インプラン トな

どが利用され, 又装着後適合性の悪 くなった義歯

の リライニングおよび リベーシングが行なわれて

い る｡

しかし, 義歯の維持力が阻噂機能に及ぼす影響

についての研究は少なく17,18,26), なかでも義歯床

緑の形 態を変えることなくリライニングを行 な

い,義歯の維持力が阻噂能率にどの程度影響する

かについでの研究報告は見当らない｡

又, 阻噛能率の算出には飾分法が最も適切な算

出法として広 く利用されてお り,Manlyのピ-

ナツによる測定27),石原の生米による測定28)があ

る｡しかし,橋本29),増田30)は有床義歯の阻噛能

率の判定には被粉砕性の異なる2-3の食品によ

って測定すべきであると報告している｡又石原28),

Yurkstas15)は天然歯の阻噛値を基準にして全部

床義歯装着者の阻噛能率を求めると, 実測値とは

かなりの誤差が生じると報告している｡

そこで 著者 は, 全部床義歯 における阻噛能率

判定の基準値及び天然歯との比較のために健全歯

列者の基準値を求め,人工歯の形態, 義歯床の形

態を変えることなく義歯の維持力を増加させるこ

とにより, 阻噛機能がどの程度回復されるかにつ

いて調べ, 2-3の知見を得たのでここに報告す

る｡

2. 実 験 方 法

A 義歯維持力測定装置 (図 1)

本実験においては, 義歯の離脱に作 用 す る牽

引力を維持力とみなした｡ 図2に示す よ うに幅

10mm厚さ1.0mm のステンレススチール板 に

抵抗 1209 のス トレインゲージを貼布し,このス

チール板を押 し上げることにより唆合平面に対 し

て垂直方向に義歯を牽引し, この時のスチール板
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図 1 義歯維持力測定装置
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図 2 装置と被検義歯との位置的関係
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図 3 荷重量一歪量曲線

図 4 被検者と測定装置

の歪み量をス トレンアンプに導き, ペン書きオシ

ログラフに描記させ,離脱力を測定 した｡

測定装置の較正は既知の荷重量に対する歪み量

を求めて行なった｡荷重は100gから3kgまでの

10測定点において,それぞれの荷重量について10

回ずつ測定を行ない, その平均値により代表させ

た｡図3はペン書きオシT=グラフの縦 軸 目盛 を

cm 単位で,横軸には離脱力を kg単位で示す通

り, 本実験に関しては十分な精度を有 しているこ

とを認めた｡

測定は図4に示す如 く吹合平面が水平となるよ

うに患者の前頭部を foreheadsupportで固定

し,下顎は測定の障害にならないように十分大き

く開け,オ トガイ部を chinrest に固定した｡

鼻下点と chinrest の底部との距離により開口

の度合を測定し,同時に foreheadsupportお

よび ehin restの位置を記録した｡これにより

患者を測定装置に対して同じ位置に置 くことを容

易にした｡

牽引は寛 2小臼歯と第 1大臼歯の間にとりつけ

た wireに rod を接続し,他の末端にとりつけ

たスチール板に荷重を加えて維持力の測定を行な

った ｡

B 岨噂能率の基準値の算出

1) 天然歯における基準値の算出J''

被検者は新潟大学歯学部教職員および学生より

C1程度のう蝕,小臼歯部における僅かな転移が見

られる以外は健全歯列を有する青年男女30名 (罪
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性23名,女性 7名)を選択 した｡

試験食晶は晶質が管理されているピーナツ, カ

マボコ, 生米の 3食品を選択 し, それら2･000g

図5測定 器 具
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の30分水中浸潰後の乾燥重量 (t=O-ナツ:1.925g,

カマボコ:0･357g,生米 :1･754g)を飾上%算出

の基準とした28,29)0

阻噛能率測定法は試験食品 2･000g を被検者の

岨噛側で自由な阻噛速度により, 10回,20回,30

回阻噂させ, これを容量200ccのコップに吐き出

させ摂坂 し, コップに採板 した食片を節分 した｡

各食品についてこれを5回 くりかえした｡ 節分に

使用 した飾径は Sl:10mesh(1.68mm),S2:16

mesh(1･00mm), S3:32mesh(0.50mm)の

3種類である (図 5)｡

縮分 した各試験食品の乾燥重量を求め, その値

を30分水中浸潰後の値で割って, 飾上 % を求 め

た ｡
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図 6 阻 噂 曲 線 (健全歯列30名平均値)
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図 7 対数確率法則および指数 法則に よる阻噂 曲線
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図6は阻噛回数 と儒上%より得られた阻噂粉砕

曲線である｡この曲綿のうちピーナツは Manly

の対数確率法則に,カマボコ, 生米は石原の指数

法則にあてはまる27-29)｡その結果グラフは図 7に

示す通 り直綿化され, ピーナツの標準傾斜は Sl

で2.026,S2で 1.486,S3で 1.068とな り,カマ

ボコおよび生米の平均阻噂指数はそれぞれ Slで

0.139,0.157,S2で0･122,0.103,S3で 0.113,

0.064と算出された｡

2) 全部床義歯における基準値

被検者は新潟大学歯学部付属病院で全部床義歯

を製作, 装着し8カ月から1年経過 したもので顎

機能に異常の認められない57歳～68歳までの 10名

(男性 7名,女性 3名)を選択 した｡

試験食品にはピーナツ,カマボコ, 生米の3食

品を選んだが,石原の報告28)によると生米の阻噂

には訓練が必要であるため試験食晶癖 ら除いた｡

阻噂試験, 儒分法および基準値の算出は天然歯

の場合 と同様に行なった｡ その結果全部床義歯装

着者においても, ピーナツは Manlyの対数確率

法則に, ′カマボコは石原の指数法則にあてはまり

(図 8, 9), ど-ナツの標準傾斜は Slで1･892,

S2で1.522,S3で1.263であり,カマボコの平均

阻噛指数は Slで0･117,S2で0･100,S3で0･091

と算出された｡

全部床義歯装着者 と健全歯列者の阻噂値は表 1

に示す通 り, 全部床義歯装着者では健全歯列者に

比べ, ピーナツが阻噛し難 く,カマボコは比較的

阻曝し易いことを示 している｡ さらに比較的阻噂
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図 8 阻噂曲線 (全部床義歯装着者10名平均値)
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図 9 対数確率法則および指数法則による阻噂曲線

表 1 阻 噴 億
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し易いカマボコについては, 阻噂回数が増す程健

全歯列者の阻噛値に近 くなることを示 している｡

これは全部床義歯装着者においては, 粗い粒子の

粉砕能力がおとるために阻噂回数が少ない程健全

歯列者との差が大きく表われるものと思われる｡

C 被検義歯と測定方法

本実験に際 して, 新潟大学歯学部付属病院にお

いて全部床義歯を装着し, 2年～4年半経過 した

もので, 義歯の適合性がい くぶん不良になってい

る以外は異常のみられない 53歳～72歳までの 5名

(男性 2名,女性 3名)の被検者を選択 した｡

実験は, 被検者に 1日目は維持力の測定及び阻

噛能率の算出を行なった後, 上顎義歯床を酸化亜

鉛エージノ-ルペ-ス トを用いて適法に従い リラ

イニングを行ない, 2日目に リライニングを行な

った義歯の維持力の測定及び阻噛能率の算出を行

なった｡

なお, 図10に示す様に リライニング前の義歯の
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図 10 吹 合 面 コ ア

吹合面コアをあらかじめとっておき, リライニン

グ後に重合によるくるいが生じていないことを確

認 した ｡

3. 実 験 結 果

A:義歯の維持力は リライニングにより表 2

に示す様に5名とも大きく増加 した｡ 3名は3kg

の荷重では義歯は離脱 しなかったが, リライニン

グ前の維持力の低かった2名は,それぞれ1,770g

1,240gの荷重で義歯が離脱 した｡

表 2 維 持 力 (kg)

75

Patient Olddenture Lineddenture

A
B
C
D
E

0
6
8
0
2

0
6
4
2
1

2
2
1
0
0

0
0
0
7
4

0
0
0
7
2

3
3
3
1
1

>
>
>

カマボコでは被検者 Aの S2における1.4%であ

った｡平均ピーナツでは Slで44･2%,S2で43.4

%,S3で43.8%,カマボコでは Slで 11.6%,

表 3 リ ラ イ ニ ン グ 前 後 の 阻 噂 能 率

ピ ー ナ ツ カ マ ボ コ

Patient Denture SI S2 S3 SI S2 S3

A (2ilnd｡｡

B (2王nde｡

C (2ilnd｡d

D (211nded

E (2fnde｡

45.3 41.3 37.8
52.5 49.0 47.3

115.2 119.6 114.7
228.6 228.0 207.6

94.7 93.5 92.1
113.7 112.2 116.5

65.0 63.5 65.0
79.7 83.0 89.2

82.0 83.0 85.8
149.0 145.6 154.0

78.6 85.0 90.5
81.0 86.4 92.1

81.5 84.7 85.6
92.8 97.8 97.1

79.5 83.5 83.9
105.5 105.9 108.7

99.3 105.2 111.4
106.0 114.6 122.8

70 .4 79.7 86.5
82.0 89.5 95.9

B:阻噂能率は 表 3に示す様に5名共, ピー

ナツ,カマボコ共に向上 している｡ 被検者Aのカ

マボコの値以外の阻噛能率の リライニング前後の

値には危検率 5%で有意差がある｡ リライニング

前後において差の最も大きいものは ピーナツでは

被検者Bの Slにおける113.4%, カマボコでは

被検者Cの Slにおける26.0%であり,最も少な

いのはピーナツでは被検者AのSlにおける7.2%,

S2で11.3%,S3で11.8%阻噂能率の向上がみ

られた｡

4. 考 察

義歯の安定性および適合性が阻噴能率に影響を

与えることは実験により明らかにされている18,19)

が,大切なのは維持以外の条件, つまり義歯床の

形態および広さ, 人工歯の形態および排列状態が
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同一でなければならない ことである｡ そのため著

者は 同一義歯を辺縁の形態を変えることな くリラ

イニングすることによ り義歯の推持力だけを増す

ことによ り実験を行なった｡

阻噂能率 の 半睡 方法は 種 々考察 されている30-

33)が, 著者は最 も適切な算出法 として知 られてい

る試料粉砕度による判定方法によ り ピ-ナツ, カ

マボコを使用 し全部床義歯装着者の 阻噂能率の基

準値を算出 し実験を行なった｡

リライニングにより5名 とも大 きく維持力が増

加 したが, これは義歯の適合性が リライニングに

より改善され ることを考 えれば 当然のことと思わ

れ る｡

義歯の維持力の増大にともない 阻噛能率の増加

がみられ るのは, 阻噂中に義歯の脱落や食片が義

歯床下に迷入す る心配がな くな り, 舌および煩の

働 きが主 として阻噂運動に用いられ, 唆合圧が増

加 し, 食片の送 りがスム-ズに行なわれ 夢ことに

よるものと考えられ る｡ 叉全部床義歯においてカ

マボコよ りも阻曝 しに くい ピーナツに大 きな 阻噂

能率の 増加が みられた ことは 興味 深い ことで あ

る｡ これはカマボコよりもピ-ナツの方が食片の

義歯床下迷入,吹合圧,食片の送 りなどの影響を

阻噂時に受けやすいため と考えられ る｡

5. ま と め

義歯床の形態を変えることな く, 義歯の維持力

を増加 させ, 阻噛機能が どの程度回復 され るかに

ついての実験を行なった｡ その結果義歯の維持力

の増大にともない阻噴能率の増加がみられ, 全部

床義歯においてカマボコよりも阻噛 しに くい ピー

ナツに大 きな阻噂能率の向上がみられた｡

稿を終るに臨み,御指導と御校閲いただきました

石岡 靖教授に心から感謝致します｡

また,種々御援助下さいました本学補綴学第一教

室の諸先生方に謹んで感謝の意を表します｡

本論文の要旨は,第10回新潟歯学会総会 (昭和52

年 4月16日)において発表した｡
し､
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